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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要
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高齢者が自らの生きがいと健康のために、長年の職業的経験や技能をいかし働く機会を提供できるように、シルバー人材
センターに補助を実施し高齢者雇用の拡大を図った。さらに、人材の確保やセンターの円滑な事業に協力をすべく、シル
バー人材センター会員募集に関する記事を広報こまきに掲載する他、会員説明会や研修の折の会場使用料について減免
を受けられるように支援した。
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昭和６３年度以前

事務事業名

事業期間

新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 08 展開方向 1

予算区分 一般会計

高齢者能力活用推進事業

令和２年度以降

款 0401 中大

～

健康福祉部

長寿・障がい福祉課

担当部

担当課

03　民生費
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４．総合評価

千円 節 節
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事業の方向性

事務事業評価による額

　今後も高齢者が増えることが想定されることから、高齢者の生きがいと健康のために高齢者の働
く機会を確保するため、引き続きシルバー人材センターへの支援を行う。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

　事業費については、ほぼ横ばいであり、シルバー人材センターへの継続的な支援が必要であると
考えられる。シルバー人材センター会員数については、高齢化に伴い増加傾向にあり、会員の就業
率も微増している。今後も目標値達成のため、継続的な支援を行う。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

削減額・対象
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